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賞

意

識

し

て

い

る

こ
と

は
本

来

そ

れ

独

り

で

道

徳

の

力

の
源

で
あ

り

､

清

い
良

心

の

源

を

除

き

何

も

の

に
も

劣

ら

な

い

｣

と

言

つ
た

。

教

会

の
働

き

に
活

優

に
従

事

し

て

い

る
兄

弟

姉

妹
､

と

く

に
両

親

た

る

人

々

は

､

安

息

日

に
就

て

正

し

い
模

範

を

示

す

よ

う

常

に

用

心

す

べ

き

で

あ

る

。

安

息

日

を

聖

く

守

る
第

二

の

目

的

は

｢
･

･

。

。

。
な

お

さ

ら

充

分

に
世

の

汚

れ

に
染

ま

ざ

る

様

･

…

。
｣

(
教

義

と

聖

約

五

十

九

章

九

節

)

に
す

る

こ

と

で

あ

る

。

こ

れ

は
非

常

に
見

事

な

言

葉

で

あ

る

。

す

な

わ

ち

､

か

の

聖

い

自

己

反

省

を

す

る

間

に
沈

思

黙

考

す

る

こ

と

で
あ

り

､

ま

た

そ

れ

よ

り

も

一
層

高

く

､

思

想

と
感

情

と

に
於

て
神

と
交

わ

る

こ

と

､

す

な

わ

ち

あ

な

た

が

今

考

え

て

い

る

こ

と

を

知

つ
て

い

る

ほ

ど

に
充

分

に

神

が

近

く

に
ま

し

ま

す

こ

と

を

実

感

す

る

こ

と

で
あ

る

。

あ

な

た

の
考

え

る

こ

と

が

す

な

わ

ち

真

実

の

あ

な

た

の
姿

で

あ

る

。

ま

た

第

三

の
理

由

が

あ

る

。

安

息

日

を

聖

く

守

る

こ

と

は
神

の
律

法

で

あ

つ

て

､

シ

ナ
イ

山

か

ら

始

ま

つ
･て

今

日

に

至

る
ま

で

あ

ら
ゆ

る
時

代

を

通

じ

て
知

れ

わ

た

つ

て

い

る

。

シ

ナ

イ

山

の
上

で
､

モ
ー

セ

は

偉

大

な

る

十

誠

の

一
部

と

し

て

次

の
誠

命

を

受

け

た

。

｢
安

息

日

を

億

え

て

こ
れ

を

聖

く

す

べ

し

｣

一2叫
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日
本
に
関
す
る

カ
ウ

レ
イ

長
老

の
予
言

伝
道

部
長

ポ

ー

ル

O

。

C

。

ア

ン

ド

ラ

ス

十
二

使
徒
評
議
員
会

の

マ
シ

ユ
ー

･
カ

ウ

レ
イ
長
老

が
､
干
九

百
四
十
九
年

に
東

京

に
於
け
る
伝
道
本
部

の
建
物
を
献

堂
な

さ

っ
た
時
､
日
本

国
中
こ
こ
か
し
こ
に
い

く

つ
か
の
神

殿
が
建
ち
､

日
本
国
民

は
万

国

の
民

の
中
に
あ

っ
て
義
を
思

い
起
さ
せ

る
し
る
し
と
な

る
日
が
来

る
と
予

言
を
な
さ

い
ま

し
た
。

こ
の
予
言

は
ど

の
よ
う

に
し
て
実
現
さ
れ
る
で
し
よ
う
。

こ
の
偉
大
な
竃

言

の
靭
束

す

る
≧

こ
ろ
は
､
ど

の
よ
う
な

方
法
で
実
在

に
さ
れ

る
で

し
よ
う

か
。

こ
の
偉

大
な

予
言
を
実
現
さ
せ

る
に
は
大
き
な
信
仰
が

入
用

で
あ
る

こ
と
は
言

〉
ま

で
も
あ
り
ま
せ

ん
が
､
ま
た
誰

か
が
た
く
さ
ん

の
困
難

な
仕
喜

を
し
な
け

れ

ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ

れ
は

｢
信
仰
も
し
行
為
な

く

ば
､
死

に
た
る
も

の
な
り
｣

(
ヤ

コ
ブ
書

｢
聖
｣

二
章
十
七
節
)
と

い
う

こ
と
を
私

た
ち
は
知

っ
て

い
る
か

ち
で
あ
り

ま
す
。
誰

が

こ
の
仕
事
を
し
､
ま
た

時
間

と
金
銭

と
努
力

の
必
要
な

ぎ
ぜ

い
を
掻

お
5

と
し
て
い
ま
す

か
。

こ
の
質

問
に
対

す
る
簡
単
な
答
え
は
次

の
適
り
で
あ
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
､

当
教
会

の
会
員

た
ち
は
み
な

こ
の
偉

大
な

計
函
を
完
成
ざ
せ

る
た
め
に
.協
力

を
し

よ
う

と
し
て

い
ま
す

。
ア

メ
リ
カ
に
在

る
当
教
会

の
会
員
た

ち
､
ア

メ
リ
ヵ
の
軍
隊

と

一
し

よ
に
日
本

に
居
る
当
教
会

の
会
員

た
ち
､

当
教
会

に
属
す
る
生
粋

の
日

本
人
会
員
た
ち
､

お
よ
び
宣
教
師

と
し

て
働

い
て

い

る

当
教

会

の
会

員

た

ち

は

み

な

ヵ
ウ

レ
イ

長

44
旭
の
予

言
を

爽

現
さ

せ

る

た

め

に
共

に
働
き

丘
､
に
ぎ
せ

い
を

払

､
5

に

ち

が

い
あ

り
ま

せ

ん

。

○

…

今
年
は
八
百
人
の
改
宗
者
を

…

。

こ
の
仕
事

を
動
き

出
さ
せ
る
た
め
に
》

肖
必
要
な
も

の
は
何
千

と
い
う
忠

実

な
日
本
入
会
員

で
患
り
ま
す

。
千
九
百

五
十
八
年
六
月
牽

を
以
て
..
菖
よ
∴
に

は
合
計
千
九

百
十
九

名

の
日
本
人
会
員
が
あ
り
ま
し

た
。
専
任
宜
敦

鯨
の
萄
キ
､

は
こ
れ
ま
で

こ
れ
ら

の
人

々
を
教
会

に
導
･ざ
入
れ

る
主
た
る
要
素

に
な

っ
て
い

ま
す

が
､

こ
の
専

任
宜

教
師

た
ち
は
ア

メ
リ

ヵ
に
居

る
両
親

お
よ
び
て
の
池
の

会
員

た
ち

の
力

に
ょ

っ
て
伝
道

部
に
於
け
る
生
活
を
麦
え

ろ
れ

て

い
ま
『
。
ま

た
合

計
四
十
三

名

に
上
る
日

本
人
宣
教

師
た
ち

は
現
在
伝
道
申
の
八
名
を
含

め

て
､

千
九
葦

懸
十

｢へ
年

に
当
伝
道
部
が
再
開

さ
れ

て
以
来
含
衆
国
軍
賑

と
丑
､
に

来
日

し
た
当
教
会

の
会
員

た
ち
の
力
に
よ

っ
て
麦
え
ら
れ
て
来
ま
し
た
。
本
年

六
月
末
を
以

て
北
繋

極
薫

振
鎌
部
内
に
は
百
名
に
も

上
る
宜

救
繍

が
あ
り
ま
し

た
が

こ
の
数
は
数
牲
.

中
に
彗
し
く
蟻
擁
す

る
は
ず

で
寿
う
ま
す

､
好
年

は
宣

教
師

に
よ

っ
て
パ
ブ

テ

ス
マ
を
弛
さ
れ
た

改
宗
者
が
五
菖
八
+
八
人
あ
り
ま
し

た
が
､
今
年

は
七
胃
人

か
ら
几
百
入
の
改
宗

者
が
パ
プ

テ
ス

マ
を
受
け
る
徴
錠

が
あ
り
ま
す
。

､

教
会
が

}
層
固

く
確
立
す

る
に
槌

っ
て
､
毎

年
こ
の
伝
道

部
の
中
に
あ

る
教

会

へ
交
字
通
り
何

手

と

い
う

改
宗
者
が
入

っ
て
く
る
ま
で
あ
ま
り
蔓
く
か
X
ら

ぬ
で
し
よ
う
。

日
本

に
あ
る
当
舞
会
の
会
塁

数
∴
{μ　彊
万

と
い
う
翼
が
く
る
の
ほ

遥

か

先
で
は

あ
h･
ま
せ
ん
。

O

･
。
。
東

京

大
阪

へ
各
五

つ
教
会
堂
を

･
.

.
･
の

教
会

の
会
員

数
が

ふ
え

る
に
難

っ
て
､
集
会
所

の
必
要
が

一
層
重

大

に
な
り

ま
す
。
実
際
､
適

当
な
集
会
､

施
設

は
今
日

当
教
会

に
於
て
そ

の
必
要
が
最
も

重
大
な
も
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ

ら
の
必
要
た

集
会
虜
は
､
忠
実

に
R
己

の
什



尊
直
}
し
峯
マ
謬

善

蓼

諏
魁
助
O
当

量

奪

本
ユ
暫
■
6
〔
養

%

煮

コY
7
暫
毒

峯

養

ユ
コ
粥
軸
議

華

つ

コ
を
⑦
ン
羅

単撃

悔
諏
ぞ
旦て
量

4

㌔
ボリ
蓼
具

〉
薯

工
q
訓
を
O
>
国
…暑

箪
麟
鍋
写
｣
勲
∠
･[
ル

腰
禦

鉱
⑦
画
嚢

>
q
¥
曇

Y
⑦
皿灘

⑦
劉

響

諏
認
ひ
峯

■
>
6
季
争
ユ
蓼

↓
墨

需
コ
立
彰

Ψ
々
雛
■
隼

腰

象
韮

ユ
尋

妾

､勃
取
畔
壁
毒

)
当

立
▽

}導

雪

蝉

鞍
塚
嘉
⑦
受

.
焔
)
a
霧

⑦
王
･〇

一
マ
コ
マ
｢賦
㌣
嘉

冥V
事

9
4
鐸
妾

彰
取
し
夏

⑦
〉
呈

G
驚

重
o
華

ヶ
嗣

蓮

沿
辱
訊
)
γ
灘
イ

粟々
)
6
璽

4
し
覧

V
=

匙
(
冨
コ
笛

》
■
顯
Q
?
謡

旦
⑦
σ
一
?
織
〉
γ
.畢

セ
考

4
中
¢
¥
>
6
皇

つ
謬

重
匂
專
き

勲
暑
調

⑦
｢蛋
黎
辞
瑠
マ
認
(
急

考

4
噴
ア
9
寡
し
量

6
辱

V

肇
聾

茎

､箋

Z

･ご

Y

･

ひ

･

4

6

4

メ

p

T

甥
豊
瞬
¥

穿

4

⑦

鬼
甲G

旦

畢

妻

呈

甥

譜

脅

導

》

⑦

〉

圏

母

毒

呈

甥

一

罰
セ
駈

㍗
響
嘉
0
㌢
霧

コ
噴
¥
平
竜

響

超

9

劾
射

劃
4
堆
エ
6
罪
コ
ぞ
7
>
鱈
働
々
薫

､馨

々
〉罫

弩

一

豆

⑦
曾
墾

.

週
¥
⑦
鞭
砺
々
誰
ユ
6
ア
コ
ぞ

つ
(
番
刻
諺
等

㌻
6
塁
マ

｢罪
↓
尊

4
N秘
6
欲
q
し
匂
貞
コ

.
つ
霧

･当

靴
響
週
臓

㌧
毒

醤

書

豆
δ

｢
う
鞍
n
畔
貸

叫
ご

畢
弊
⇒
嚢
鶏
ξ
ヨ

華

隊
噴
ユ
取
ひ
毫

⑦
9
薫

羅

.
一
》
灘
そ

整々

嘉
亘
⑦
妾

惣
Y
V
申
睾

⑦
?
含

･峨
エ

…γ
･泌
イ
々
輩

》
革
ひ
盈
剤
旦
工
6
ま

つ
髪

謬

毫

巽
}
■
コ
多

O
R
重

～
驚
(
}
6
弄
〉
ひ
議

娼
石
蓼

《
}
γ
･瀞
イ

ヶ
樂
麟
豊
勲
ヱ

一魯

等
孝

当
難

毒

覇
⑦
つ

㍗
噴
ユ
■
嚢

酵
ひ
翠
コ
量

一写
貸
墾

書

尋
㌶
し
諏

垂

エ
6

. 留
コ
曝
メ
ー
ム

惣

受
穿
勲
嘉

聖
㌣
算
慧
謎
ロ

導

劃
つ
コ
崇

宰

寺
罰
挫

…

ー

盲
ー

ー

至

8
塾

毛

､
菰

聖
ー
-
ー
ー

ー
ー

.聾

,ー

､至

唖

…

.

.ー

,踊
ー

,.
･
､,

～

0
6
ぐ
革

q
塚

弘
O
堂

マ
留
2
噴
逸
･勲

払
彰
4
要
勲
日
㌣
望

Ψ
壽

〉+
¢
等
塀

票
¢
守
鷺

6
=

製
皿
9
諏

璃
轟
窃
鍵

⑦
導

多
割
〉
超

鋤
宰

ヨ

し
立
0
噴
冬
¥

製
鼻

罪
Ψ
率
董

受
↓
鉢

コ
昆

塀
〉
多

コ
藁
罪

蛯
ロ
Y

覧
コ
重

。
ツ
吾
季
q
稼

噴
蝉
q
コ
頑
諏

9

4
4
寓
誉
猫

､隼

像

認
Y

窟

4

百

～

孟
受

ゑ

實

触ニ

マ
進
∵
･､
〉著

壽

。

㌧
q

愚

エ

噴
御

財
q

膨

皐

盤

コ

取
財

管

雛

孝

導

嬢
董

嚢

類

σぐ
趣

蒼

導

O
Y

享
日

。
ツ

吾
翠

q
塚

蝋

Ψ

臼

コ
9

㎎

9

)
簸

)

o
了

コ
彰

磁

@
凝

一
μ

簸

⑦
首
.江
琶

､
勲

耀

コ
享

臼
ρ

¥

縛
曽

導

⑦
瞠

鼻

暫

籍

皿

了

鐸

4

看
～

志
o
訊

)

留
購

羅

一
⑦
岳

勲

鉱
季

蟹
ゑ
･軍

罷

撰
率

渥
覆

.影
ヱ

(記
μ
蒙

弼

ジご

÷
茅

､
>

6
鶉

。
ゑ

季

臨
ψ
ぐ
弘
紫
毫

蚕

･砿

･
.ー
ご
恥
…τ豊

{一･嘉

¢
醐

宰

轡

⑦
等

導

療

醗

フ
も
｢
･̀デ
琶
ゐ
フ

鰍.
ρ
.ξ
､
卸
憾舶

工

つ

コ
島
醤

勲
Y

｣

一､
◎
数
､島

堂

騨£
嘉

‡
ア
V
晦

し

Q
ツ
暑
写

々
奪

燃
控

σ
マ
～で
量
む
.
醸
《
帆7
､

6
赫

潔
藁

江▽
羅

¢

星
鑓

〉
援

桶"
{
宰

ご鼠
罫
逐
準

蒙

歴

塁

季

峯

主

互
十

芽
皇

V

去

嵐
臼

畔

.手
∫
で
ム､
導
〉

ξ

いv
マ

･

古

勲
暴

業

週
等

准

聚

､
で
↓

季
4
と
箪

影

蝉

咽

｢鳳
戴

詳

で

椴

。
毛

翠

噴

弘

㌻
蛋

尋

マ

⊇

G
簸

餓

図
馳

亘

邊

ー

蜀

¥

G
¥

螺

G
互

蝉
墨

立▽
事

⑦
繋

團

}
γ
･騨

凱
算

つ

､
望

嚢

蛯
担

等
鷺

⑦

6
¥

4

G
π
芭
ム
壌
量
､母

婆

禦

等

零

寒

2
翅

嬬

翼
鱗

ー
章

車

､
コ
準

6

ゴ

▽}
}
富
三

竪一
､
¥

摸
¥

士

。
ゑ

季

煩

)

算
ギ

奪
登

〉

山
ゴ

凱
V
､
血

繕
'､却

メ

孟
堂
≠

劉

コ
等

瑳

遷

Y

轟
壽

。

》一
工
を
認

羅

営
峯

蝉
届

=

十

V

昼

耳
互

Y
甜

皇
=
評

箪

私
｢声
畜
ア

鰍
誉

手

Y

率

臼

蝉
呂

箸

屈

皇

暑

互

=

韓

量
配

壬

弘
串

0
蔓

号

⑦
㌣･｢
鷺

。
二
･寒

燦
工

鐸
薄

琴
琶

鮮
B

一
鰹

へ縞
幽
節

ー丁

一
.旦
十

身

叢

¥
垂
醤

与

》

つ

を

響
鎮

嶺
酬
勲
9

⑨

9
琢

¢
盟
嘉

塁

蒙

駈
コ

鉱
躰
峯

由
身

十
マ
藁

㎝¥

去

､
q

ぱ
.

〉

畔
黒
幽

量

蛯
盤
要

雪

康

コ
蛍

》

言丁
面

皇
γ

屋字

。
ゑ

皐

Q
書

〉
つ
〔4
響

〉塁
認

つ
¥
丑

養

嚇.霞
謬
蔓

鋸

簸

¢

｢
へ

Y

エ
レ島
翼

窺言

泣
ヨ

憲
一･



○

:

二

･
･福

祉

計

画

と
系

図

研
究

の

関
心

･

･

･

･
…

当
教
会
が
大
き

く
な

る
に
つ
れ

て
･(
福
祉
計

画
が
日
本
に
於

て
強
力
に
樹
払
さ

れ
､

教
会

が
所
有

し
且
つ
運
営
す
る
数
多

く

の
農

場
や
工
場
が
日
本

申
に
在
る

日
は
遥

か
先
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

こ
れ

ら
の
事
業
を
運
営
す

る
労
力
は
､

急
速

に
増
加
.す

る
会
員

の
中
か
ら
豊
富

に
得

ら
れ
る

に
ち
が
い
あ
り

ま
せ
ん
。

世
界

中
で
､

お
そ

ら
く
日
本
国
民

く
ら

い
先
祖

に
強
い
関
心
を
寄

せ
て
い
る

国
民

は
な

い
で
し
よ
う
。
教
会

が
大
き

く
な

る
に

つ
れ

て
､

系
図

の
研
究

と
神

殿

の
儀
式

と
は
日
本
で
非

常
に
盛
ん
に
な

る
に
ち
が
い
あ
り
ま
せ

ん
。

本
当

に
､

死
者

に
代

つ
て
行
う

身
代

り
の
儀
式

と
い
う
教
義

は
､

無
数

の
日
本
人
改
宗

老

を
当
教
会

に
引
き

よ
せ
る

に
ち
が

い
あ
り
ま

せ
ん
。

ひ

と
た
び

当
教
会

が
日
本

に
於

て
可
な
り
良

く
確

立
す
る

よ
う

に
な

る
と
､

系

図

の
研
究

と
神
殿

の
儀
式

と
は
､
日

本
国

中

い
た
る
と
こ
ろ
に
関
心

の
波

を
ま
き

起
し
て
､

こ
れ
が
た
め

に
当
教
会

は
驚

く
ほ
ど
短

期
間

に
本
当

に
び

つ
く
り

す
る
ほ

ど
強
く
な
る
に
ち

が
い
あ
り
ま

せ
ん
。

当
教
会

が
日
太
に
於
て
次
矛

に
大
き

く
な
る
に
従

っ
て
､
教
会

は
ア

ジ
ヤ
の

他
の
諸

国
民

の
間
に
神

の
王
国
を
う
ち
建
て

る
た
め

に
ま
す
ま
す
そ

の
力

を
添

え
る
に
ち
が
い
あ
り

ま
せ
ん

。
日
本
は
ア
ジ
ャ
の
全
国
戻

の
中

で
経
済
政

治
交

化

の
先
端

を
行
く

者
で
あ

り
ま
す
か

ら
､
日
本

は
ア

ジ
ャ
の
全
国
民
の
間

で
､

当
教
会

の
福
音

の
本
拠

に
な
る

に
ち

が
い
あ
り

ま
せ

ん
。

○

。

･

･
カ
ウ

レ
イ

長
老

の
予

言

実
現

へ

･

…

以
上

の
こ

と

を

よ
く

考
え

ま
す

と
､

マ
シ

ユ

ー

･
ヵ

ウ

レ
イ
長
老

の
予

言

が

丈

字

通

り
実

現

す

る

の
は

間

近

か

で
あ

っ
て
､

私

た
ち

の
多

く

が

生
き

て

そ

れ

を
目

に
す
る

に
ち
が

い
な

い
こ
と
を
確
信

い
た
し
ま
す
。
日
本
人
教
会
員
十
万

以
上
､
教
会

堂
百
以

上
､
教
会
経
営
の
大
学
数
個
所
高
等
学

校
多
数
､
教
会
が

所
有
し
且

つ
運
営
す

る
日
本
国
中

に
散
在
す
る
数

々
の
農

場
と
工
場
､
教
会
所

､
有
の
即
刷

場
､

孜
会
所
有

の
墓

地
､

お

よ
び
日
本
国

中
に
点

在
す

る
い
く

つ
か

の
神

殿
､

す
べ

て
こ
れ
ら

の
も

の
は
間
も
な
く
実
現
す

る
に
ち
が

い
あ
り
ま
せ

ん
。
そ

の
時

に
は
､

日
本
国
民
は
義

を
思

い
起
さ
せ
る
し
る
し
之
七
て
す
で
に

万
国
の
民

の
聞

に
強

い
影
響
力
を
及
ぼ

し
て
い
る
に
ち
が

い
あ
り
ま
せ
ん
.

.
こ
の
.偉

大
な
働
ぎ

の
開
拓

に
従
事
す

る
の
は
私
た
ち

の
特
権
で

あ
り
ま
す
.

私
た
ち

は
如

何

に
良
く
私

た
ち

の
本
分
を

つ
く
す

で
し

よ
う

か
。

バ

'

で

講

醜

､　ズ
ぜ
軟

単

認

黒

.[
駆
一三

一

マ
シ

ユ
ー

･
カ

ウ

レ
イ

.

･
ト

一
八
九

七
年

八
月

二
日
､

ア

イ
ダ
ホ
州

プ

レ
ス
ト

γ
に
生

ま
れ
た
コ

九
四
三
彊

一
弓
十

一
日
､

ユ
タ
州

ソ

ル
}

レ
ー

ク
市

に
て
ジ
ヨ
ー
ジ

･
ア

ル
バ
ー
ト

･
ス
ミ

ス
に
よ

り
使

徒

に
聖
任

さ
れ
た

ガ
､
当
時

四
十

八
才
で

あ

つ
た
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一
九

四
九
年
七
月

に
日
本
を
訪

れ
湘
約

ニ
ケ
月

間

に

亘

つ
て
巡
回

さ
れ
た
。

一
九
五

三
年

了
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十

三
日
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カ

ル
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こ
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ご

と
く
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り
給
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た

こ

と

と
､

そ

の
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潮
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流
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給
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に
ょ

。
て
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類
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萎

り
照
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.｣
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き

る
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う

に
し
給
う

ご
と
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立
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ぞ

考
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見
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ぼ
れ
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壕

享

､
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禦
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憐
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親
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切
と
愛

の
故

袋
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っ
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生
奎

け
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の
で
あ
歪
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を

砦
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ろ
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を
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記
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の
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々
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恩
智
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な
.､
･
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楚
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塗
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な
島
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約
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よ
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芋

ま
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燃
ゆ

る
.㌧
と
な
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御
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あ
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仰
芝
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給
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鼻
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も
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順

髪
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き
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で
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ろ
う
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ま
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だ
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柔
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に
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を
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う
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ま
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仕
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』
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す
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だ
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。
に
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る
入
で
も
な
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。
そ

し

て
神

の
峯

通
り
の
子
供

と
し
て
神

の

御
憂

管

そ
の
馨

奪

る
こ
と
は
特
馨

あ
る
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感
ず
る
入
で
あ
を

私

が

こ
れ

ま

で
云

わ
ん

と
し̀

て
き

た

こ
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主

の
御

手

の
中
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っ
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よ
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得
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々
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髪
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。
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摂

め
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り
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然
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'
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九
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⊥
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あ
る

と
考
え

て
ゲ

要

の
書

い

た
書

物

"

ウ

イ

ル

ヘ
ム

･
マ
イ

ス
テ

ル
の
･旅

行

〃

の
中

か
ら

或

深

い
思

想

を

回

顧
し

て
言

っ
た

。

へ

｢
世
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そ
の
当
惑
を
意
と
し
な

い
理
解

あ
る
入
で
あ

っ
た
も

け
れ
ど
も
我

々
は
こ
の
予

期
せ
ざ

る
見
知
ら

ぬ
入
が
我

々
の
救

主
自
身

で
あ

っ
た
ら
ど
う

で
あ
ろ
う

か
と

考
え

る
。

(
実
際

に
於

て
我

々
の
集
会

に
天
父

の
み
た
ま

が
共

に
あ
る
よ
う

に
､

ま
た
波

の
独

子

の
名
を
通
し

て
そ

う
あ

る
よ
う

に
祈

ら
な

い
で
あ
ろ
う

か
?
)

.

(
我

々
が
救

主
の
爵
前
に
於
て
或
な
さ
ね
ば

な
ら
ぬ
事
及
び

な
し
て
は
な
ら

ぬ
事
が
あ
る
。

一
人

の
我
々
の
兄
弟

が
彼

の
習
癖

に
反
対
す
･る
若

い
入
か
ら

･.
問

わ
れ

た
。

｢
貴
方
は
若
し

主
の
面
前

に
伴

わ
れ
た

と
し
た
ら
煙
草

に
火
を

と
も
し
ま
す

か
?
｣
我

々
も
ま
た
若
し
彼

の
面
前

に
あ

っ
て
も
大
声

で
騒

が

し
く
不

注
意

で
あ

る
だ

ろ
う
か
と
問
わ
れ
る

)

我

々
は
陰

気
な
人

生
を
信
じ
な

い
。
我

々
は
ジ

ョ
セ
ブ

･
ス
ミ
ス
の
言
葉

｢

我

々
の
生
き

て
い
る
目
的

は
幸
福

を
得
る
た
め
で
あ
り
､
若
し
我

々
が
そ
れ
に

導
く
道

を
追
い
求
め
る
た
ら
最
後

に
到
達
す

る
で
あ
ろ
う
.
そ
し
て
そ

の
道

は

貞

節
､
高
潔
､
忠

異
､
至

聖
､
す

べ
て
の
神

の
誠
命

を
守

る

こ
と
で
あ

る
。
』

と
信
ず

る
。
け
れ
ど
も
我

々
は
ま

た
同

様
に
心
か
ら
次

の
婁
を
信
ず

る
。
即

ち

実
際

に
於

て
我

々
が
我
々

の
天
父

を
招

い
て
､
そ

の
み
た
ま

と
共

に
あ

る
時
に

我
々
の
子
供

た
ち
が
敬
慶

の
念
を
表
す

こ
と

に
失
敗
す

る
な
ら
､
我
々
は
天
父

に
対
し
て
感

じ
得

る
で
あ

ろ
う
非
常
な
親

密
感
を

失
う
で
あ
ろ
う
.

･す

べ

て

の
軽

卒

な

言

葉

を

止

め

な

さ

い

.

こ
の
勧

告
が
必
要
な
時
我

々
は
教

義
と
聖

約
の
次

の
助
言
に
耳
を
傾
け

よ
う
。

｢
こ
の
故

に
汝
ら
す
べ
て
軽

々
し
き

こ
と
を
言
う
を
止
め
､
ま
た
す

べ
て

の

笑

･
.

･軽
薄

な
る
心

…

を
止
め
よ
』

(
教
義

と
聖
約
八
十
八
章
百

二

+

一
節

)

先

日
､

或

日
曜

日

の
朝

σ

B

S
放

送

に
我

々

は

二
､

三
分

の
話

の
主

題

に

｢
敏

慶

｣

を

取

上
げ

｢
敬
度

な
れ

｣

と

標

題

し

た

が

こ

こ

に
そ

れ

を

回
想

し

て

結
論

と

し

よ
う

。

｢
す

べ

て

の
真

の
喜

び

と

進

歩

の
力

は
何

か
敬
塵

な

も

の
を

･発
見

す

る

こ

と

に
か

玉

っ
て

い

る
。

そ

し

て
す

べ

て

の
卑

庸
.
6
及
び

入
類

○
み

じ

め

さ

は
､

さ

げ
す

む

こ

と

に
姶

ま

っ

て

い
る
●

し

ジ

ョ
ソ

･
ラ

ス
キ

ン
の

こ

の

言
粟

は
不

敬

霞

･り
或

る

絡

果
､

∴
.双
己∴
を
提

案

し

て

い

る
.

或

不

敬

慶

は
子

供

の
騒

が

し
さ

の

よ
う

な

不

注

意

よ
り
｣も
､

よ
く

な

い
､

ラ

ス

キ

ン
の
語

る

処

に
よ

る

と
或

は
故

意

の
皮

肉

な
軽
蔑

に

現

わ
れ

る

。

或

は
神

を
冒

漉

す

る

言
葉

に

現

わ
れ

る
。

或

時

は
た
だ

そ

の
態

度

だ

け

で

あ

る

　

が
或

時

は
静

か
に

し

て

い
な

け

れ

ば
な

ら

･な

い
処

に
混

乱

と
無
秩

序

･.㌧
な

っ
て

ユ

明

示

さ
れ

る
。

真

の
敬
慶

は

窮

く

つ
な

張

り

つ
め

た

技

巧

的
な

も

の
で

な
く
､

･

一

人
の
霊
魂

の
真
実
な

意
識

で
或

る
神
聖
な
も

の
で
あ

る
。
軽
卒

に
語

り
軽

々
し

く
考
え
ら
れ
な

い
処

の
も

の
で
あ
る
。
我

々
は
偉

大
な
る
芸
術
家
､

一･纏
大
な
る

音
楽

家
､

偉
大
た

る
心

の
持
主
の
面
前

に
於
て
は
正
し
い
敬
股

の
念
を
持

つ
.

然
ら
ば

天
と
地

の
創
造
主
で
あ
り
､
そ

の
像

の
如
く

入
が
造
ら
れ
そ
の
智
題

と

業
は
無
限

で
あ
り
､
･

我
々
の
生
涯

の
豊

か
な
祝
福
､

即
ち
循
環
す

る
四
季
､

.
収
獲
､
家
族

及
び
友
入

の
愛
､
我

々
の
実
在
及
び
来
世
㊨
確
信
等
を
援

け

て
く
れ

る
天
父

に
対
し
､
我

々
が
敬

慶
と
従
順
の
念
を
持

つ
こ
と
は
如
何
に
煮

然
な

こ
と
で
あ
ろ
5

か
?

若
し
我

々
が
神

聖
な
業

と
方
法
に
敬
塵

の
念
を
失
う
な

ら
我

々
は
更

に
多
く

.
の
も

の
を
も
失
う
で
あ
ろ
う
。
敬
度

の
念
を
さ
び

つ
か

せ
る
腐
蝕

は
ま
た
他

の
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活
)
の
定
義
も

必
要

と
さ
れ

て
来
る
で
あ
ろ
う

。

入
類

は
前
世

を
有
し
､
更
に
永
遠
を

通
じ
て
生
き

.

続
け
る
。

即
ち
人
間

は
不
死
不
減

の
存
在
で

あ

っ

て
､

そ
れ

で
あ

る
が
故
に
､
単
な

る
存

在
と
し
て

の
生
命

(
生
活
)
と
存
在
よ
り
生
ず
る
引
引
.召

な
る
何
物
か

と
し

て
の
生
命

(
生
活

)
を

明
確

に

区
別
す

る
必
要
が
あ

る
。

ブ
リ
ガ

ム

･
ヤ

ン
グ

は
次
の
言
葉

に
よ

っ
て
極

め

て
人
の
心
を
感

動
せ
し
め
る
定
義

を
下

し
た
。

｢
救

い
は
入
間

の
､

天
随

の
､
及
び
神

々
の

全
き
存
在
､
更

に
か

っ
て
あ

っ
た
生
命

(
生
活

)

未
来
に
あ
る
で
あ
ろ
う

生
命

(
生
活
)
ー
;
…

永

遠

の
生
命

(
生
活

)
を
意
味
す
る
｣

と
。

生
命

(
生
活

)
は
単
な

る
存
在

以
上
の
も

の
で

｢
全
ぎ
存
在
』

こ
そ

生
命

(
生
活
)
で
あ

る
。

生

命

(
生
活
)
は
活
動

的
で
あ

る
が
､
存
在

は
酬
恩

ぱ的
で
藤
り
､

生
命

(
生
活
)
は
進
歩
す
る
た
め
に

そ
の
力
を
使

用
し
て
､
前

進
す

る
が
､
存
在

は
い

つ
も
同
じ
所
､.
今
日
あ
る
存

在

は
昨
日
あ

っ
た
存

在
の
所

に
留

っ
て
い
る
。
生
命

(
生
活
)

は
入
間

の
最
も
高

い
理
想
を
実
現
す
る
事
で
あ

る
。

主
は

モ
臥
セ
に
次

の
よ
う

に
仰
せ
に
な

っ
て
､

こ
の
事

を
明
ら
か
に
さ
れ
た
も
う

た
.

｢
見
よ
､

こ
れ
わ
が
業
に
し
て
わ
が
栄
光
､
す

な
わ
ち
人
に
不
死

不
減

と
永
遠

の
生
命

と
を
も

た
ら
す
な
り
。
｣

ま
た
キ
罫

ス
ト
な
る
イ

エ
ス
も
次

の
よ
う

に
云
わ

れ
て

い
る
.

｢
わ
れ

は
復

活
な
り
､
生
命
な
り

､

我
を
信
ず

る
者

は
死

ぬ

と
も

生
き
ん
。
凡

そ
生
ぎ

て
我
を
信
ず

る
者

は
､
永
遠

に
死

な
ざ

る
ぺ
し
。

汝

こ
れ
を
信
ず

る
か
｣

○

…

末
日
聖
徒
の
最
終
目
的

･
…

生
命

(
生
活

)
は
常
に
存

在
と
そ
の
意

を
異

に

し
､
す
べ

て
の
末
日
聖
徒

が
到
達
し
た

い
と
望
ん

で
い
る
目
的
､
即
ち
終
り
な
き
発
展

と
進

歩

と
を

含
む

生
命

(
生
活

)
は
こ
の
教
会

の
会
員

の
す

べ

て
の
最
終
目
的
で
あ
る
o

予
言
者

ジ

ョ
セ
フ

･
ス

ミ
ス
は
そ
の
説
教

の
申

で
救

い
の
こ
の
定
義

に
次
の
言
葉

を
つ
け
加
え

た
。

｢
救

い
と
は
､
人
聞
が
自
己

の
す
べ
て
の
敵

の
力

を
超
越

し
た
状

態

に
置
か
れ

る
事
｣

｢
救

い
と
は

す
べ

て
の
敵

に
対
し
て
勝
利
を

お
さ
め
､
彼

ら
を

自
分
の
足
も

と
に
屈
服
せ

し
め
る
事
で
あ
る
.

わ

れ
わ
れ

は
こ
の
世
で
あ
ら
ゆ

る
す
べ
て

の
敵

を
屈

服
せ
し
め
る
力
を
持

ち
､
来
る
べ
き
世

に
於
て
す

べ
て

の
悪
霊

に
打
ち
勝

つ
知
識

を
持
つ
な
ら

､
す

べ
て

の
故

を
屈
服
せ
し
め
て
最
後

の
敵

を
死

に
至

ら
し
め
る
ま
で
統

治
す
る
筈
で
あ

っ
た
イ

エ
ス

の

如
く
､
救
わ
れ
る
で
あ

ろ
う
｣

こ
こ
に
は
単
な

る

存
在

に
つ
い
て
は
何

ら

書
か
れ
て
い
な

い
。

こ
の
言
葉

は
活
動
i
ー
…
外
的
､
及
び
内
緬
両
者
の
す
べ
て
の

敵

に
う

ち
勝

つ

事
を
明
ら
か
に
意
味

し
て
い
る
。

人
間

に
永
遠
の
生
命

(
生
活

)
を
得

し
め
る
た
め

の
条
件

は
救

い
の
計
.画
の
中
に
示
さ
れ

て
い
る
。
事

実
､

こ
の
計
画
は
不
変

の
律
法

で
あ

っ
て
､

こ
の
律

法

の

一
つ

一
つ
に
従
順
な

る
事
に
よ
り
人
聞

は
悪

に

う
ち
勝

つ
事
が
繊
来
る
。
故

に
こ
の
計
画

の
中
に
は

得
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
知

.誠
､
受
け

入
れ
る
必
要

の

あ
る
行
動

の
原
則
､
及
び
儀
式
､
生
涯

を
通
じ
実
行

す
べ
き
義
務
､
イ

ェ
ス
を
キ
夢

ス
}
と
し
て
受

け
入

れ

る
事
即
ち
肉
体
的
､
精
神

的
､
霊
的

に
健
全

さ
を

得
る
事
が
含

ま
れ

て

い
る
。

こ
れ

は
す

べ
て
人
間

が

一

｢
皆

そ
の
肉

体

の
死

に
ょ
り

よ
み
が
え
り
て
不
死

不
減

2

に
入
り
永
遠

の
生
命

を
得
ん
｣
た
め
で
あ
る
。

ユ

無
智

､
誘

惑
､
食

慾
等

｢
敵
｣

が
何
で
あ

っ
て
も
･
一

律
法

に
従
順
で
あ
り
､

そ
れ
ら

に
打
ち
勝

つ
た
め
に

自
己

の
力
を
行
使
す

る
者
は
､
救

い
に
至

る
道

を
歩

ん
で

い
る
入

で
あ
る
。

し
か
し
こ
の
よ
う

に
自
己

の

力
を
行
使
し
な

い
入
に

と

っ
て
､
生
活

は
そ

の
全
ぎ

働
き

を
な
さ
ず
､
真
理

の
光

は
消
え
去
り
､
敵

に
･(

っ
て
亡
ぼ
さ
れ

る
存
在

で
あ
る
故
､
荻

い
よ
り
経
れ

去

っ
て
し
ま
う
。
故

に
救

い
は
神

の
御
計
画
の
下

に

定
あ

ら
れ
る
と
云
う

事
が
出
来
る

で
あ
ろ
う
。

○

.

.

.
。
律
法

に
完
全

に
従
順
な
る
こ
と

･

完

全
な
救

い
､
即

ち
全
き
､
永
遠

の
生
命

(
生
活

)



u譲

騒

罷

⑦っ蒲

難

暴

購
鞍惣
講
鱒

誘

糞

罪
翻
黙

お幽

學
事

⑦
翼
泌
､
諏
卵

糎
罫

急
脂

､翻

曳
駿
率
孝

画
辱

Y

尉
〉
つ
晃

､
4
吸
噴
)

6
峯
鷺

}
耀

コ
才
馳

⑦
2

,
灘

。
吸
塚

弘
⑦
諏
麺
脅
蛯
輩
曳

尉

ハ
擦

､
脅
諏
受
塚

弘
⑦
隼

〔

噴
そ

(
罫
雨
)
零

事

螺
9
剥

ユ
呼
黒

与
轟
螺
厚

⑦
9
健
⊇
劃
コ
駿
4
↓
η

⑦
翼
獲
､コ
⊆
了

認
螺
撃
難

薯

コ
π
コ
つ
昆

蝉
織
辱

尋
薯
褻
導
話

瀟

。
ぬ
啄
臼

隷
勲
弊
鐸
撃
剃
身

Ψ
彫
⑦

。
〔

エ
レ
↓

⑦
曙

⑦
｢風
受
望

コ
マ
隼

⑦
裂
砲

⑦
巌
篁

へ
0

9
卿
ぐ
鉱
♪
聯

潭
担
受
.錫
噴
署

コ
詐
マ
4

Y
丘
士
壷
瞬

鰯

8
亙

⑦
厚
⑦
團
Y
摯

コ
駿
4
受
肯

製
焔
辱
コ
鯉
團

､
0
諏
マ
士
貿

⑦
凝

罰
q
畔
Y

O
墨

⑦
｢《
。
⇔
豫

遅

…
購
灘

華
鏡

禰
講

諜

辮
識
繋
構紹
灘
羅

羅
黙

難

ρ
μ

9
T

コ
砦

目
困

V
Ψ
器

･
噴
隊
臼

諏
勲
畔
鐸
球
剥
身

螺
9

暑
耀

コ
仔
目

。
噴
諏

γ
･
宴
罰
ぞ
受

噴

ユ
a
母
塾

鐘
虹
鰍
眺
齢

ヤ

9
蔓
蚕

鱈
製

Ψ
弱
紹
螺

妾

､隼

コ
駿
認
↓
皆
孝
駿

事
諏
専
当

諏
を
勲
晃

曾
↓
剥

身
コ
語
壁

止
孝
厚

Φ
妾

。
⇔
､
強
ユ
穿

匙
暑
轡

h
孝
穆
製

0
>
多
曾

マ

G
宰

専
Ψ
瞬
轡

㍉

噴
導
9
取

勲
螺
勲
諏
畔
灘

コ

4
季

も
Q
4

ら
4
導
つ
認
島

4
つ
盟

一
⑦
彰

⑦
晋
目

`
琴

羅

罰
つ

勲
つ
･
訊

G
塁

費

↑δ

｢
罰

讐
糞

⑦
画

階
裂

⑦
製
受
寒

涛

コ
駿
N蔓

噸

鉱
鱈
婁

コ
受
喜

叢

｢
つ
多
薯
署

罰
コ

讐

冨

壌
2

㌣墨

嘉

暴

･姦

載

筈

雪

輩
君

塀
⑦
｢こ

写

雪

蕩

Ψ
鵡

.̀
へ

藷

葦

酵
｣
。
畢

婁

弩

Y
亀

審

象

努

細
霧

､､
ζ

髪

諺

書

書

制
Y
峯

9
翌

各

轟

警

婁

鶉

暑

｢6

募

琴

嵩

竪

囲
Y

●
噴
考

諸

答

毒

審

⇔
､噴
ユ

。
騒
乙乙

算
酵

健
酵

レ

璽
噸

ケ
多

蝉
聾

輩

Q
`
9

妥

6
雷
隼

コ
噴
灘

漁

g
噴
ユ

6
蚕

壁

"
了
製
y

ヨ

～

慧

着

磁

Y
暴

刮

ま

臼軍
豊

登

轟

彰

垂

葦

留

馨

ー

噴
奮

螺

馴
赫

覧影

受
登

劉

認

雪

護

翻

Y

･
曾

噴
ユ
({
話
鍵
潭

蝉
馨

》
9
勲

誰
凋
轟
母
罫

酵
螺
弊

コ
臼

⑦
毒
畢
)

G
了
コ
4
4
穿
9
鷲

コ
画
晦

.噂
量

+
國

-

醇

⑦
研
牽

誰
腫
契
騨
魁
罫
季

彰

画
聾

9
源

勲
畔
認

蛯
厚
髭

⑦
曇
警

⑦
音
目

h

螺
つ

､
ー4
9
竃
弘
⑦
曾

鱒

団
+
嗣
婁

V

+
=

鰐

蚕
マ
難
霧
)

。
受
牽
票
蝉

瀞
轟

勇

響

鼻

藷

Y
鰐

趨

答

立▽
導

箒

叢

馨

･ご
留

響

嵩

聖

聯
⑦
募

輩
垂

･･
募

考

呈

6
義

詣

鰯
皇

藁

受
勲
耀

㌍

､,
鴛
影

∀
瑠

⑦
製

貿

､
管
↓
賄

コ
噴
弊

･
･ム
G
了

コ
》
曾
ム
〉
ア
四
鐸
2
濠
翼
彰

卑
季

(
4

Y

油

鐸
妾

。
9
算
9
翻
ユ

G
了

コ
輩

受
↓
濠
裂
箒

.

。
。

勲
畢
漿

〉皐

圏

コ
噴
聡
.
･
･
○

受
喜
厚

藻
弱
螺
3
)
Ψ
受
↓
剥
身

弘
馴
講
駆
⑦
3
母

畔
つ

獲

一
コ
等
肛
翁

畢
豊

⑦
4

×
丘
キ

×
て
レ
王

。
噴

諏

厚

⑦
2

潭

コ
取
妥

受
↓

縛
褻

ユ
耀

コ

丁
願

O
｢
賦

。
蔓

､
輩

管

嘩

鉱
副

謁

灘
専

彩

コ
裂
魁

⑦

(
罫

弔

)

夢

事

劃

■



､轍･t

'

表

紙

の

説

明

オ

三

代

目

大

管

長

ジ

ヨ

ン

･

ぬ
難

､

麟捻.了

.,¥勇

♂

如
.

テ

イ

イ
ラ

ー
大

管
長

は

唄
八

○

八

年
十

一
月

一
日
､

の

ミ

ル
ン
ソ

ー
プ

に
生

れ

た
。

彼

は

｢
八
三

八

年

十

二
月

十
九

日

に
ブ

"
ガ

ム

･

ヤ

ソ
グ
及

び

ヒ
ー
バ

ー

!
0

･
キ

ム
ボ

ー

ル
の
按

手

に
よ

り

使

徒

に

聖

圧
さ

れ

た
。

ジ

ョ
ン

･
テ
イ

ラ

ー
大

管
長

は
早

期

に
於

て
教

会

に
加

入

し

､

ジ

ョ
セ
フ

･
ス
ミ

ス
の
忠

実

な

麦
持

者

の

唄
人

で
､

激

化

し

た
迫

害

の
為

に

勉

の
入

々

が
教

会

を

去

っ
た

膿

で
も

忠

誠

を
守

り

続

け

た
。

ジ

ョ

ン

.
テ
イ

ラ

ー
は
ジ

ョ

セ

フ
及
び

ハ
イ

ラ

ム

。
ス

ミ

ス

及
び

ウ
イ

ラ

ー
ド

･
リ
チ

ヤ

ー
ズ

と
共

に

カ

ー
セ

ー

ジ
の
獄

中

に
在

っ
た
。

一一嵩

%
と
大

祝
福

師

が
殉

教

し
た

時
彼

も

四

つ

の
傷

を
受

け

て
､
死

ぬ

の

で

は

な

い
か

と
思

わ
れ

た

。

テ
イ

ラ

ー
大

管
長

は
彼

の

日

記

｢
八

八

O

年

+

月

十

日

､

ジ

ョ

ソ

一.

･
テ

イ

ラ

ー

が

大

…

嚢

箋

持
さ
祉

て
､

教

会

の

大
管

一

長

会

が

組
識

さ
れ

!

た
。

ジ

ョ

ソ

･
テ

英

国

の
中

で
彼

は

死

を

恐

れ

な
か

っ
た

が

､

残

.

り

の

生
涯

を

不

具

老

と
な

る

こ
と

を

恐

れ

た

と
言

っ
て

い
る

。

け

れ
ど
も

彼

は

主

に

祝

福

さ

れ

て

､
死

ぬ

こ

と
も

な

る

完

全

な

ラ

i

製
≡～

健

康

体

に

回
復

し
､

強

い
体

力

に

復

し

た
。

㍉
､酒
癩
､デ
,,｢
大
管

長

は

}
八

八

四

年
五

月

十

七

日

､

　

ヨ
ユ
エ
　
ヨ
ロ
ヒ
　ロ　

ま
を
ま

ま

　

只
庭
,ガ
,嫉
㊨
..禅
.殿

を
献
堂

し
た
。
神
殿

の
地
域

は
､

一
八
七
七
年

の
五
月
十
七
日

に
オ
ル
ソ

ソ

。
プ

ラ

ツ
ト
に
よ

っ
て
献

納
さ
れ

た
。
く

っ
さ
く
作
業

は

五
月

二
十
八
日
に
始
め
ら
れ

た
.

一
八
八
四

年

の

献
堂
式

は
､

三
日
間
続
き
､
非
常
に
厳
粛
壮
厳

で

〆
印
象
的

で
あ
り
聖
徒
た
ち
は
生
け
る
者

と
死

せ

る

憂
籍

と
の
救

い
の
箋

の
執
行
出
菜
る
､
も
三

つ

の
主

の

家

が
建

っ
た
事

を
喜

び
合

っ
た
。

ジ

ョ

ン

･
デ
イ

ラ

ー
が
教

会

の

大
管
長

で

あ

っ

た

時
､
教

会

と

そ

の
会

員

た

ち

は
残
忍

な
迫

害

に

｣
さ

ら

さ

れ
た
。

合

衆

国

の
す

べ

て
の
入

が

モ

ル

モ

ソ
撲

滅

と
言
う

土
､同

の
目

的

に
結

合

し

て

い

る

か

の

よ
う

で

あ

っ
た
。

合
衆

国

の
法
律

で

さ

え

無

視

し
て

モ

ル
モ

ソ

か
ら

自
由

市

民

権

を
奪

い

去

っ

た

の

で
あ

っ
た
。

一
八

八

七

年

の
初

期

に
迫

害

の
為

､

ジ

ョ

ソ

･

テ
イ

ラ

ー
及

び
副

管
長

た

ち

は
逃
避

す

る

の

止

む

な
き

に
至

っ
た

の
で
あ

っ
た

。
彼

は

一
八

八

七

年

七
月

二
十
五

日
避

難

し

て

い

た

ユ

タ
州

デ

ヴ
イ

ス

群

ケ
イ

ス
ヴ
イ

ル
の

ト

ー

マ
ス

･
F

･
ロ
ウ

ザ

の

家
で
死
ん
だ
,

そ
れ

は
彼

が
麦
持

し
て
い
た
と
こ
ろ
の
頁

理
に
対
･

す

る
殉
教

で
あ

っ
た
。
彼

が
死

ぬ
陣
.副

管
長
た
ち
は

彼

と
共

に
在

っ
た
。
彼

の
生
涯

は
試
れ

ん
と
苦
難

の

生
涯
で
あ

っ
た
。
彼

は
悪

と
妥
協
せ
ぬ
､
丁
度
そ

の

行

い
の
如
く
確
信

の
強

い
英
雄

的
性
格

の
持
主
で

あ

っ
た
。
こ
こ
に
彼
が
死

ぬ
時
の
副

管
長
た
ち

の
言

葉
を
引
用
す
る

の
が
適
当
で
あ
ろ
う
.

｢
ラ
,
ン

･
テ
イ

ラ
ー
大
管
長

は
､

こ
の
領

地
で
合

■

衆

国
政
府
を
誤

っ
て
代
表
し

た
役
人
た
ち

の
苛

酷
な

手
に
よ

っ
て
殺
さ
れ
た
。
彼

が
若

し
そ

の
奪

い
取
ら

一

れ
た
多
年
任

み
な
れ

た
家
庭

の
慰
安
､

家
族

に
対
す

る

る
務

め
を
許

さ
れ

て
い
た
ら
も

っ
と
多

く
の
才

月
を

ユ

生
き

の
び

た
で
あ
ろ
う

こ
と
は
疑

い
な

い
こ

と
で
あ

る

6彼

の
血

は
､
残
忍
な
憎

し
み
を
以
て
彼

の
捕
縛

に
報

鴬
ぜ
ん
と
し
､彼

を
墓
穴

へ
と
追

い
こ
ん
だ

者
た

ち
の
衣
服

に
塗

ら
れ
た
。
歴
史
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彼
等

に

ふ
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わ
し
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当
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し
た
.
そ
し

て
今
主

は
私

の
祈

り
を
聞
き
届
け

て

下
さ

い
ま
し
た
事
を
主

に
心

か
ら
深
く
感
謝

の
気

持
で

M
杯

で
す
.

私
達

は
幸
福

で

喝
杯

で
す
。
何

.
故
な
ら
姉

二
入
､
弟
､

母

と
五
入
会
員

と
な
り
ま

し
た
.
.

.
私

は
母

に
姉

(
結
婚

し

た
姉

今
年

の
こ
月
会
員

と
な

る
)
と

圃
諸

に
家
庭
集
会
を
受
け
る
よ
う
に

話

し
ま

し

た
。
､母

は

｢
ま
だ

受

け

た
く

な

ど

と

こ
と
.お
り
ま
し
た
。
そ

の
時
私

は
今
ま
で
の
自
分

の
祈
り
､が
ま
ち
が

っ
て
い
た
の
だ
ろ
う

か

と
う
た

が
い
た
く
な
り
ま
し
た
が
正
し
い
祈
り

な
ち

必
ら

ず
主
は
答
え
て
下

さ
る
こ

と
を
確
信
し

て
お
り

ま

し
た
の
で
､
す
ぐ

座
敷

に
行
き

暗
い
部
屋
に
ひ
ざ

喜

い
て
心

か
ら
主

に
願

い
､
終

･
た
讐

分

で

｢
あ

ム
大
丈
夫
だ
｣

と
思
わ
れ

た
の
で
も
う

}
度

コ
タ
ツ
に
あ
た

っ
て
い
た
母

に
話
し
ま
し
た
。

喚
二
月

)

す

る
と
母

は

｢
受
け
て
も
い

エ
｣

と

云

い

｢
い

つ
行

け
ば

い

･
の
｣

と
申

さ
れ

ま
し
た
･

私
の
祈
り
は
ま
ち
が

っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
Q
母

は
姉

と
共

に
二
､
三
度

オ

ー
ス
チ

ソ
長
老

よ
り
集

会

を
受
け
､
長
老

が
こ
月

に
帰
国
後

は
新
後

閑

地
方

部
長

が
老

い
て
い

る
母
を
親
切

に
わ
か
り
易

く
導

い
て
下
さ

い
ま
し
た
。
長
老

に
心
か
ら
感
謝

の
気

持
で

一
杯

で
す
。
そ

の
後

母
は
毎
日
堰
常
校

聖
餐

式

と
出
席

し
､

よ
り
真
理
を
深

め
､

聖
餐
式

4

の
後

に
集

会
を
受
け
､
母

の
心
も
漁
ら
ぎ
だ

ん
だ
～

ん
と
神

に
対
す

る
証
を
持
ち
､
や

っ
と
受

け

る
よ

う

に
な
り
ま
し
た
が
.
更

に
神

に
願

わ
な
け
れ

ば

な
ら
な

い
事
は
父

に
サ
イ

ソ
を
貰
う
事
で
す

.

.

家
に
帰

。
て
私
は
ヵ
パ

払
よ
り

サ
イ

ン
の
紙

を
出

ナ
前

に
例

の
場
所
に
行
き
心

よ
り
神

に
祈
り

｢
あ

工
大
丈
夫
だ
｣

と

｢
入
で

に
口
か
ら
出
て
し
ま

い

ま
し

た
が
父

は
喜
ん

で
す
ぐ
ペ

ン
を
出
し

サ
イ

ン

を

し
て
く
黎

し

た
。

大
会

論

夜
･
余

り

の
嬉

し
さ

で
眠
れ
ず

に
過
れ
ず
に
過
し
ま
し
た
･
午
後

の

証
詞
会

の
時

に

怠

広
道

部
餐

ん

よ
り
按

手
礼
を

し
て
い
た

ぎ

私
襲

族

は
こ
の
上
な

い
幸
福

と
喜

び
に
満
た
さ
れ

て
珍

凍
す
。
そ

し
て
今

管

夜
母
と

代
る
が
わ
る
食
事

の
祝
福

る
し

て
い
ま
す
.
す

べ
て

神

の
恵

み
と
導
き

の
賜
物

と
心
か
嚢

て
い
ま
す
･

ソ 褐 一 ノ 哺 ク･{伊 ム プ ル ･ス 奴 ア の 力 渦 餌
,

砂 モ ン田 堵 に ∫す る}翫Fの 郁 く記 念 し て'て 帰､た
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既

に
関
心

(利
害

関
係

)

の
実
存

す

る
も

の
と
交
通
す

る

こ
と
に
ょ
り
関

心

(
利
害
関
係
)

あ
る
も

の
と
な
る
。

二

つ
の
交
通

し
た
も

の
は
共

同

の
存

在

と
し
て
成
長
す

る
。

関
心

(
利
害

関
係
)

の
部
分
は
全
体

に
普
及
す

鬼

こ
の
よ
う

に
自
身

の
内

に
無
く
､
借

用
し

た
と
こ
ろ
の
関
心

(
利
害
関
係
)

が

生
来

の
関
心

(
利
害

関
係
)

と
同

…様
に
実
際
的

に
強

く
な

る
の
で
あ
る
｣

故

に

ホ
ー
ム

･
テ

イ
ー

チ
ヤ
ー
は
こ

の
関
心

(
利
害
関
係

)

の
法
則

に
よ

つ

て
直
接

関
係

し
て
い
る
者

た
ち
及
び
関

｢
心

(
利
害
関
係
)

を
明
ら

か
に
さ
れ

た

入
た
ち
が
鎖

に
ょ

つ
て

つ
な
が
る
迄

､

遠

い
先
祖

た
ち

に
関
心

を
持

つ
よ
う

に

.要
求

し
な

い
よ
う

に
注
意

せ
ね
ば

な
ら

な

い
。

*

*

ホ

ー

ム

･
テ

イ

:

チ

ヤ

ー

に

援

け

と

な

る

提

案

*

*

*

一､
ホ

ー

ム

･
テ
ィ

ー

チ

ン
グ

の
仕

事

を

始

め

る
前

に
､

す

べ

て

の

ホ

ー

ム

.
テ
イ

ー

チ

ヤ

ー

の
組
}
(
二
入
)

は
彼

等

の
訪

問

に
際

し

て

の
神

の

援

助

を

へ
り
く

だ

っ
て
求

め

る

こ

と
。

昌
､
各

家
庭

の
人

間
的

な
問

題

を

学

び

､

訪
ね
る
家

の
各

人
を

よ
く
知

る

こ

と
o

室
､
先
づ
何
を
教

え
る
か
を
学
び
貴
方

の
教
授
内
容

を
豊
富

に
し

て
お
く

こ
と
。

四
､
貴
方
自
身

が
神

殿
の
儀
式

の
必
要

性

を
自
覚

し
て
居
り
､
神

殿

の
儀

式

の
会
期

に
頻
繁
な
出
席

者

で
あ

英

国

に

於

け

ジ

ョ

ナ

サ

ン

･
M

私

は
次

に
私

の
先
祖

た
ち
が
住
ん
だ

各
教
区
を
訪
問

し
ょ
う

と
計
画
し
た
。

従

っ
て

一
九

五
二
年

の
十
月

に
三
日
間

の
休
暇
を
も

ら

っ
た
時
､
私
は
バ

ク
シ

ャ
ー
県

の
記
録

保
管

人
､
フ

エ
リ
ク
ス

･
ハ
:

ル
氏

に
逢

う
'べ
く
バ

ク

シ
ヤ
:

県

の
リ
ー
デ

イ

ソ
グ

に
旅
行

し
た
o

ハ

ー

ル
氏
は
懇
勲

に
私

を
歓

迎
し

た
。
私

が
軍
入
だ

つ
た
の
で
彼

は
私
が
彼

の
集

め
た
原
本

の
教
区

の
記
録

を
探
求
す

る

こ
と
を
許

し
て
く
れ

た
。

ジ

ー
ヴ

エ
リ
は
石
造
又
は
煉
瓦
建

の

若
干

の
家

が
か
た
ま

っ
て
建

ち
､
低

い

岡

の

一
方

に
古

い
教
会
堂

の
建

凶､て

い

る
小

さ
な
村

で
あ

る
。
そ

こ
で
私

は
以

前

か
ら
交
通

し
て
い
た
キ
ヤ
ノ

ン
.
･
ハ

セ
ル
に
逢

い
､
何
故

私
が
来
た

か
を
告

る
こ
と
。

て

｢
パ
ク
シ
ヤ
｣
ラ
ウ
デ
イ
｣

を

一
片

､

五
､
貴
方

に
授
け
ら
れ
た
任
務

を
完
成

た
の
し
む

よ
ζ
ノ
に
と
す
す

め
た
。
そ
れ

･
さ
す

為
の
貴
方
自
身

の
才
能

に
対

か
ら
彼
女

は
既

に
亡
く
な

つ
た
彼

女

の

す
る
謙
遜

な
確
信

を
持

つ
こ
と
。

姉
妹

で
あ
る
ペ
ツ
シ
ー
が

ユ
タ
の
従
兄

六
､
訪
問

に
際

し
､
出
来

る
だ
け

の
探

弟

と
丈
逼

し
て
い
た
と
告
げ

た
。
テ
イ

求
の
機
会

を
見

つ
け
て
努
力

し
完

ラ
ー
夫

入
は
､
未
だ

に
ベ
ツ

シ
ー
の
或

成
し
た
貴
方
自
身

の
家
族

の
記
録

る
手
紙

と
写
真
を
持

っ
て

い
る
と
思

つ

を
携
え
て
行
く

こ
と
。

た
。
彼
女

は
私
が
教
会

の
庭

の
墓
石

の

刻
字

を
調

ぺ
に
少
し

の
道

を
歩

い
て

い

る

探

求

(

=
一

)

鹸

穫

曝

を
探
,)出
し
て
く
れ
.。

･
ニ

ン
び

ン

を
難

欝

劉

蟻

扁
鰍鐸

げ
た
。
彼
は
チ

エ
ソ
バ

レ
ソ
家

の
わ
ず

か
に
生
存
し
て

い
る
子
孫

の

一
人
が
未

だ
に
居
住
し

て
い
る
道

の
向

い
の
家

に

私
を
案
内

し
た
。
花

の
咲

い
た
前
庭

に

年

と
労
苦

で
腰

の
ま
が

つ
た
小

≦
な
老

婦

入
が
立

っ
て

い
た
っ
彼

焚

つ
指

は
庭

い
ち
り

の
為

す
り

へ

2

}
す

し
で
い

た
。
彼
女

の
手

は
無
無
,
見

こ

｣
っ
て
い

た
。
こ
れ
が
テ
イ
ラ
ー
夫

異

で
あ

つた
。

私
が
自
己
紹
介
す

る
と
､甑
女

は
興
奮

し
て
､
彼
女

の
父

の
名
も

ま
た
ジ

ヨ
ソ

･
チ

ェ
ソ
バ

レ
ソ
で
あ

っ
た
と
叫
ん
だ
。

彼
女

は
彼
女
が
最
年
少

者
で
十
四
入
の

子
供

の
内
唯

一
人
生
存

し
て

い
る
の
で

あ
る
と
言

(ノ
た
。
彼
女

は
七
十
四
才
だ

と
言

っ
た
。
私
た
ち
は
家

の
中

に
入
り

彼
女

は
私
を
夫

に
紹
介

し
て
か
ら
坐

つ

私
が
最
後

の
刻
字
を
写
し
終

っ
た
時

..

キ
ヤ
ノ
ソ

･
ハ
セ
ル
が
教
ム
蓋
に
入

ッ
て

来

た
の
に
気

が

つ
い
て
。.
彼

に
私

が
　鵡

録

を
見

る
事
が
出
来

る
か
ど
う
か
聞

い

た
。
彼

は
彼
が
既

に
チ

エ
ソ
バ
レ

ソ
の

登
録

を
抜
革

し
て

ユ
タ
の
或

る

チ

ェ
ソ

バ

レ
ソ
家

に
送

っ
た
と
説

朗
し
た
。
然

し
な
が
ら
私
｢は
そ

こ
に
は
若
干

の
資
料

が
欠
如
し
て
綾
り
､
私

は
そ
れ
等

が

こ

こ

の
記
録

に
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
思

つ
て
特

に
調
ぺ

て
見
た

い
と
言

っ
た
。

彼

は
払
が

モ
ル
モ
ン
で
は
な

い
か
と

た
ず

ね
に
。
.
そ

し
て
私
は

ほ
ん
と
の
事

を
打
朋

ー
る
と
偏

見
か
ら
彼

が
私

の
探

求

を
許

さ
な
く
な
る

の
で
は
な

か
ろ
う

か
と
恐
れ

た
浄
私

は
正
直

に
答
え
た
◎

す

る
と
彼

は
よ
り
友
好
的

に
な

っ
た
。
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､
嚇
～
柔
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計
-
蕊
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⑤

傷
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f
.

嬢

矛

三

十

一

章

い

骨

を
発
見
致

し
ま
し
た
。
そ

こ
に

王

の
許

に
行

っ
て
彼
等

の
旅

の
事
に
就

援

け

を

探

求

す

る

.

は
ま
た
多
く

の
家
畜

の
骨
も

あ
り
ま
し

て
語
り
ま
し

た
。
彼
等

は
ゼ
ラ

(､
ム
ラ

(
モ
ー
サ
ヤ
書
､
矛
八
章
及
矛
二
十

一
章
)

た
。

市

を
探
す
事
が
出
来
な
か

っ
た
事

を
詫

リ
ム

ハ
イ
王

は
彼

の
民
が
レ
ー

マ
ソ

･

彼
等
は
ま
た
戦
場

で
使
わ
れ
た

つ
る

び

ま
し
た
。
け
れ
ど
も
三
は
家
の
跡
や

人
達

の
束
縛

か
ら
解
放

さ
れ
る
方
法
を

ぎ
や
胸

当
を
発
見
し
ま

し
た
。
そ
こ
で

殺

さ
れ

た
入
骨

の
あ
る
地

に
就

て
大
変

見
出
す
決
心
を
致

し
ま
し
た
。
彼

は
若

彼
等

は
リ
ム

ハ
イ
王

に
見
せ
る
為

そ

の

興
味
を
持

た
れ
ま
し
た
。
彼
等

は

持
帰

し
彼

の
探
偵

が

ゼ
ラ

ヘ
ム
ラ
市

を
発
見

幾
ら
か
を
持

っ
て
行
き
ま
し
た
。

こ
の

っ
た
武
器

や
金
版

を
彼

に
見

せ
ま
し
た
。

す
る
事
が
出
来

た
ら
彼

の
味
方

を
得

る

戦
場

で
彼
等

が
殺

さ
れ
て
か
ら
も

う
永

リ

ム

ハ
矛
は
そ

の
版

を
見

ま
し
た
が
そ

事
が
出
来

る
こ
志
を
知

っ
て
い
ま

し
充
。
い
歳
月

が
た
つ

の
で

つ
る
ぎ

の
柄

は
さ

の
交
字

は
彼
等

の
わ

か
ら
な

い
言
葉

で

彼

は
ま
た
同
様
に
そ

の
昧
方
が
事
情

を

び
て
い
ま
し
た
。
刀
身
も
同
様

に
さ
び

書

か
れ
て
あ

り
ま
し
た
の
で
読
む

こ
と

知

っ
た
ら
必
ず

入
々
を
派
遣

し
て
彼
を

っ
い
て
屠
り
ま
し
た
。
け
れ
ど
も
此

の

が
出
来

ま
せ
ん

で
し
た
。

援

け

に
来

る
で
あ
ろ
う

と
感

じ
ま

し
た
。
兵
士
達
が
用

い
て
い
た
胸

当

は
､
銅
や

王
は
探
偵

の
言
う
こ
と
す
べ
て
を
聞

王
は
ざ

フ
ヘ
ム
･フ
市

を
探

し
に
遣
わ

黄
銅

で
造
ら
れ
て
あ

り
ま
し
た
の
で
さ

婁

し
た
。
彼
等

の
話
を
全
講

い
た

一

し
た
最
初

の
探
偵

が
失
敗
し
た
け
れ
ど

び

て
居
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

時
彼
は
そ

れ
が

ゼ
ラ

ヘ
ム
ラ
市

に
桟
違

22

も
ま
た
更

に
他

の

一
団

の
者
を
遣
わ
そ

そ
れ
か
ら
彼
等

は
文
字

の
刻

み

つ
け

な

い
と
信
じ
ま
し
た
。
彼

は
町

は
破
壊

う

と
決

心
し
ま
し
た
。
彼

は
､

そ
の
民

ら
れ
た
二
十
四
枚

の
金
版

を
見

つ
け

て

さ
れ
住
民

は
全
部
殺
さ
れ
た
の
だ

と
思

晶

の
中

よ
り
最
も
優
秀

な
者
四
十
三
人
を

大
変
驚
き

ま
し
た
。

こ
れ
等

の
版

は
リ

｣い
ま
し
た
。
彼

は
考
え
違

い
を

し
た

の

呼
ん
で
彼
等

に
再
び

ゼ
ラ

ヘ
ム
ラ
市

を

ム

ハ
イ
王
が
持

っ
て
い
る
処

の
リ
ム

ハ

で
あ
り
､

ゼ
ラ

ヘ
ム
ラ
市
は
未
だ

に
存

探
求

し
に
行
く
よ
う

に
命

じ
ま
し
た
。

イ
王

の
時
代
及
び
悪

王
ノ
ア
の
時
代

､

在

し
其
処

に
住
む
人
々
は
今
も

な
お
彼

こ
れ
等

の
入

々
は
王
の
命
令

通
り
出

現
在
彼
等
が
居
住

し
て
い
る
地

に
導

い

と
彼

の
民

に
就

て
心
配
し

て
居
り
ま
し

発

し
ま
し
た
。
間
も

な
く
彼
等

は
道

に

た
ゼ

ニ
フ
の
時
代

の
事
を
記
録

し
た
版

た
。

迷

。
て
豪

､
い
如
何

に
し
て
彼
等
自
身

に
よ
く
似

て
居
り
ま
し
た
。

矛

三

+

二

章

の
家

に
戻
れ

る
か
わ

か
ら
な
く
な

っ
て

彼
等

は
発
見

し
た
武
器

と
共

に
そ

の

主

な

る

神

さ

ま

は

し
ま
い
ま

し
た
。
け
れ
ど
も
彼
等

は
何

金
版

を
も
､
リ

ム

ハ
イ
王
の
許

に
も

つ

援

け

を

も

た

ち

せ

給

う

か

ニ
ー
フ
ア
イ
入
達

の
町

の
徴

を
見

つ

て
行
く

こ
と
に
し
ま
し
た
。

(
モ
:
サ
ヤ
書
､
渉
七
章
)

け
よ
う

と
し

て
な
お
も
進
み
ま
し
た
。

彼
等

は
更
に
旅

を
続
け
て
遂

に
リ

ム

リ
ム

ハ
イ

の
民

は
な
お
も

へ
り
下

つ

旅

の
途
中

､
或
日
彼
等

は
湖
や
河

の

ハ
イ
の
町

に
戻

る
道

を
発

見
致
し
ま
し

て
主
な
る
神

さ
ま

に
束
縛

の
境

涯

よ
り

あ
る
処

に
来
ま
し
た
。
彼
等
は
ま
た
そ

た
。
け
れ
ど
も
彼
等

は

ゼ
ラ

ヘ
ム
ラ
を

解
放

さ
れ
る
よ
う
祈
り
続
け
ま
し
た
。

こ
で
家
や
そ
の
他

の
建
物

の
跡

､
及
び

発
見
す
る
こ
と
が
出
来
ま

せ
ん

で
し
た
。
遂

に
主
な

る
神

さ
ま
は
彼
等

の
祈

り
に

戦
争

で
殺

さ
れ

た
数

干
入
の
人

々
の

が

彼
等

は
家
に
戻

る
と
直
ぐ

リ

ム

ハ
イ

答
え

て
彼
等
を
援

け
始
め
よ
う

と
な
さ

.
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さ
れ

ま
し

た
。

こ
れ
は

と
て
も

野
性
鎌
豊

か
な
も

の
で
､
か
が

り
火

で
､
竹
を
突
き

さ

し
た
ソ
!
セ
ー

ジ
を
焼

い
て
各
自
が
好

み
の
昧

を

つ
け

て
食

べ
る
も

の
で
､
ダ

ル
ト

ソ
長
老

､

ト

ン
プ

ソ

ソ
長
老

が
､

お
国
自
慢

の
料

理
に
腕

を
振

い
､

ま
る
で
遠

い
ア

メ
リ

ヵ
の
騰
拓
時
代

に
も

ど

っ
た
よ
う

な
気

持
で
し
た
。

.
六
月

八
日
は
､
新

し
い

M
エ
A
の
役

員
が

決
定

さ
れ
ま
し

た
。
会
長
､
潟
沼

誠
二
兄
弟

､
矛

一
副
会
長

､
田
申
久
美

子
姉
妹
､

矛
二
副

会
長
､
小
林

毅
兄
弟

書
記

､
物
江
恵
美

子
姉
妹
､
そ
の
他
心

強

い
ス
タ
ッ
フ
が

と
み

に
出
席

者

の
増

.*
四
月

十
九
､
二
十
日

の
南
地
方
部
広

島
大
会

に
は
当
支
部

よ
り
､
会
員

二
十

一
名
中

十
名

が
出
席
す

る

(
内
学

生
八

名
)

ラ

*
四

月
十

四
日
休

M
工

A

に
て

ラ
イ

ト

長
老

の
送
別
会

を
行
う
。
当
夜

､

十
時

シ
ソ
長
老

を
東
京

よ
り
迎
え

る
o

ラ

山中
五
月
昔
九
日
休

の

｢
金

と
緑

の
舞
踏

両
姉
妹

(
求
道
者
)

三
宅
邦
太

兄
弟
*
六
月

一
日
の
証
会

は
真

に
素
晴

し
か

つ
た
。

会
員
､
求
道

者
の
強
い
証

に
女

の
人
達

ほ
と
ん
ど
が

目

に

ハ
ン
カ
チ
を
あ
て
､

シ
ン
長
老
も
目

に
涙
を
浮

ぺ
る
程

の
そ
れ
は
そ
れ

は

す
ば

ら
し
い
証
会
だ

っ
た
。

*
六
月
八
旧

の
聖
餐
式
後

､

旭
川

上
流

｢
牧
山
｣

に
て
､

小
林
兄
弟

の
パ
プ

テ
ス
マ

を
雨

の
中

で
行
う
。
式
後

ザ

ソ
ザ

ソ
降

り
の
中

で
弁

当
を
食
ぺ
た
。

一
人
が
傘

を
持
ち

一
人
が
食
べ

る
､

で
も

と
て
も
楽

し
い
食
事

静1
h
蝕
ぞ

幽

巨藩

灘

.
壕
撫
灘

､
.
灘

､
.灘

搬

へ∠9
一50晒



た
。

十
二
時
半

か
ら
聖
餐
式

が
始
ま
り
､
の
反
省
｣
が
語

ら
れ
聖
整
の
導
き

に
ょ

長
老
､
会
員

､
求
道

者
り
強

詩
証

と

シ

つ
て
有
意
義
な
大
会

を
過
す
事

が
出
来

モ
ン
ズ
地
方
部
長

か
ら

｢
モ
ル
モ

ソ
怒

つ
内
容

と
甲
府
麦
部
長

を
し
て

い
た
時

訟
^
'
鳥

!瞭

り

騨

さ
酒
る
江
本
久
子
姉
妹

の
送
別
会
が

行
わ
れ
ま

し
た
。

ま
し
た
。

夜
七
時

か
ら

四
人
の
長
老

を
交
え
て
の

一
プ
ア
イ
ヤ
サ

.
イ
ド
が
開
か

れ
､
戸
沢
兄

弟

の
司
会
に

よ

っ
て
ゲ
ー

ム
が
行
わ
れ
､

声
楽

.
と
ん

ち
ん
か
ん
問

答

､
私
"
誰

で
し
よ
〉
。

と
楽
し
L

時

を
過

し
ま

し

た
.
六
月
廿
二

日

の

口
催
学

校

で

Y
,
ソ

長
老

の
蘇

任

が
発

表
さ
れ
､

夜

は

広
農

､

転

任

な
さ

る

マ
!
ソ
長
老

と
山

形

へ
就

･

後
任
宣
教
師

と
し
て
柳

井
麦
部

か
ら
バ

ー

ト

ソ
長
老
､
札
幌
支
部

か
ら

マ
ー
ス

長
老
を
迎
え
ま
し
た
。

(
早

潤

蘭

子
)

岡
町
初

の
幼

児
祝
福

嚢鰍

ぼ
羅

気

継

蟷鷲
聞
町
支
部

で
は
六
月

八
日
初
め

て
ポ

ー
ル

長
老

に
ょ

つ
て
幼
児

の
祝

福
が

あ

っ
た
。

坂
本
純
子

ち

ゃ
ん
C

す

(
生
後

廿
九
R
､

父
松

本
弘
兄
弟

､
母
阪
本
晴
子
姉
妹
)

次

い
で
六
月
十
五
日
ポ

ー
ル
長
老

に
よ

っ
て
北
岡
千
明
ち

ゃ
ん
も
祝
福
を
う
け

た
。

(
三
十

一
年

十

一
月
五
日
生
､
父

北
岡
や
す
男

､
母
田
部

み
つ

ほ
姉
妹
)

*
M
エ
A
授
賞
者
。
本
年
度

の
授
賞
者

と
し
て
六
月
十
九
日
㊨
晩
餐
会

で
賞
状

と
メ
ダ

ル
を
受
け
た
入
は
左
の
通

り
で

す
。
富
画

､
阪
本
弘
､
辻
､
岩

国
､
高
橋
､

安
斎

､
各
兄
弟

と
野
本

君
､
村
川
､
森

岡
､
ま
す
田
､
宇
佐
見
寿
子
各
姉
妹

*
補
助
組
織

新
役
員
。

M
工

A
オ
ニ
副

会
長
富
岡
康

､
各
級
教
師

(
演

劇
)
阪

本
弘

､

(演
説

)
阪
本
吉
章

､

(
薪
求

道
者
)
阪
本
泰

造
､

(会
員
)
江
見
卸

子
､

(古

い
求
道
者
)
森

岡
千
鶴

子
､

(
書
記
)
申
島

美
智
子
。
日
曜
学
校

(年
少
求
道

者
)
河
村
雄

弘
､

(
書

記
)
河
村
修
三
。

零
ダ

ソ
ス
パ

ー
テ
イ
。

六
月
二
十
八

日
夜

M
工

A
主
催

で
建
築
資

金
募
集

の
た
め
大
池
小

学
校

に
開
催

､

雨
天

で
あ

っ
た
が
約
五
十
名
参
加
､

楽
し
く
熱

の
あ

る
集
り

で
し
た
。

上
の
写
真

は
右
阪
本
純
代
ち
や
ん
･

左

北

岡

千
朗
ち
や

ん

(
阪

本

幾

代

)

原

稿

募

笑

一､
麦
部
活
動
灰
況

(四
日
掌
詰
=
鷺

一､
証

詞

(同

二
枚
)

一
､
鵡
賦

和
歌

俳
珂

嶋
唱

随
菖

一､
集

ア⊃

翫

谷
纂

}寸
ρ
.真

一.
〆

切

蕪
月
末
日

(〆
切
馨

､)

一､
送
ワ
係
=

…薙

布
広
尾
町

士
四

末
日
聖
{徒
イ
エ
ス

･
キ
リ
ス
ト
教
会

編

集

部
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